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【目的】 
当院では、間歇性跛行や安静時疼痛を経
ずに足趾潰瘍や壊疽が出現し、下肢切断
に至る症例を度々経験している。そこで、末
梢動脈疾患（ＰＡＤ）による虚血肢の早期発
見を目的として下肢の血流を評価、ＰＡＤの
発生率について集計、若干の考察も加えた
ので報告する。 



【対象】 227名 （男性144名 女性83名） 
             平均年齢 66.3±12.1歳 
             平均透析歴 6.0±6.2年 
    

104人 45.8％ 

14人 6.2％ 
28人 12.3％ 

81人 35.7％ 



【方法】 
①透析導入及び転入時 に初回検査として足関節 
上腕血圧比（ＡＢＩ）,脈波伝播速度（ｂａＰＷＶ）を  
測定している。今回全維持血液透析患者を対象
に再測定した。《測定期間：平成25年5月～7月》 

②透析歴・年齢・糖尿病の有無で比較した。 

③経過中に発症したPADの頻度と転機について 

  調査した。 

④ＡＢＩ、 ｂａＰＷＶ測定は透析終了後に施行した。 
 



【結果】 透析歴で比較 
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糖尿病の有無で比較１ 
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糖尿病の有無で比較２ 
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当院透析患者平均年齢66.4±12.1才の平均baPWV値は1961.1±516.1cm/s（正常者の約２倍） 
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ＰＡＤの現状(血管専門医紹介し診断が確定した患者) 

糖尿病 20人/81人：24.7％        
 

 

 
     11人/146人：7.5％ 

   
 
全体31人/227人 13.7％ 
 

 下肢切断5人 
    6.2％ 

 潰瘍形成9人 
   11％ 

 ＥＶＴ治療4人 
   4.9％ 

 経過観察2人 
   2.5％ 

 下肢切断1人 
    0.7％ 

 潰瘍形成4人 
   2.7％ 

 ＥＶＴ治療4人 
   2.7％ 

 経過観察2人 
   1.4％ 

 非糖尿病 

平均ＡＢＩ値0.99 平均ｂａＰＷＶ値2365 

平均ＡＢＩ値0.79 平均ｂａＰＷＶ値1632 



【結果のまとめ】 
⓵全体のＡＢＩの平均値は1.09±0.20、ｂａＰＷＶの平均値は1961.1±516.1  

 で、ＰＡＤ発症率は13.7％であった。 

⓶長期透析に伴いＡＢＩ値は上昇傾向、ｂａＰＷＶ値は平均して高値で、年 

 齢による差はなかった。 

⓷加齢と共にＡＢＩ値は低値を示し、ｂａＰＷＶ値は高値を示した。 
⓸ＡＢＩ値0.9未満は糖尿病患者が有意に多く、正常域においては非糖尿病    
 患者が有意に多かった。 
⓹当院透析患者のｂａＰＷＶ値の平均値は、正常者の約2倍と高値を示し 
 た。糖尿病の有無での有意な差は認めなかった。 
⓺ＰＡＤを発症した患者のｂａＰＷＶ平均値は糖尿病患者が高く、やはりＡＢＩ 
 値は全体的に低値でハイリスクだった。 



【考察１】                   

 

 
 

 

 

 

  ＡＢＩは、動脈硬化による狭窄、閉塞の診断を行う指標となる。 

     異常値≦0.9 境界値0.91～0.99  

     正常値1.0～1.4 石灰化疑い＞1.4以上 

  ｂａＰＷＶは、数値が高い程動脈壁が硬化している事を示しており、    

  血管老化の指標となる。 

     基準値1400cm/以下 

長期透析患者 

糖尿病患者 

高齢者 

骨・ミネラル代謝異常の亢進 

動脈硬化 

加齢による血管の老化 

血管の石灰化 



【考察２】 
 ＰＡＤは透析患者の合併症として認められ、重症
化するとＡＤＬの低下ばかりでなく致命的な結果をも
たらす。よって透析導入時より下肢の慎重なチェッ
クが望まれる。 

 定期的な下肢の視触診・問診・状態観察に加え、
ＡＢＩ・ｂａＰＷＶ測定を併用し、異常が認められた場
合は、下肢動脈エコーによる血流測定、血管専門
医への早期の受診が予後向上に役立つと考える。 
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